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11
月
11
日
、
日
立
シ
ビ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
音
楽
ホ
ー
ル
に
て
、

日
立
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催

の
「
ふ
く
し
の
つ
ど
い
」
が
開

催
さ
れ
、
市
内
23
学
区
の
福
祉

関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
永
年
、
福
祉
活
動
に
尽
力

し
、
日
立
市
の
地
域
福
祉
の

向
上
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に

対
し
て
、
日
立
市
社
会
福
祉

協
議
会
会
長
顕
彰
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
日
高
学
区
か
ら
は
、
野
崎

幸
子
さ
ん
、
宇
佐
美
吉
郎
さ

ん
、
佐
藤
裕
さ
ん
、
小
林
修

さ
ん
、
原
田
千
代
子
さ
ん
、

高
畑
仁
子
さ
ん
、
豊
田
賢
一

さ
ん
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
野
崎
さ
ん
は
、
宿
東
お
げ

ん
き
ク
ラ
ブ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
発
足
当
初
か
ら
会

を
支
え
、
平

成
29
年
度
か

ら
活
動
を
開

始
し
た
日
高

学
区
独
自
の

見
守
り
支
援

事
業
で
は
、

安
良
宿
東
の
支
部
福
祉
協
力
員

と
し
て
地
域
の
要
支
援
者
宅
へ

の
訪
問
及
び
声
掛
け
支
援
を
担

っ
て
い
ま
す
。

　
宇
佐
美
さ
ん
は
、
日
頃
か
ら

地
域
福
祉
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
、

多
方
面
で
社
会
福
祉
支
援
に
寄

与
し
た
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
、
小
林
さ
ん
、
原

田
さ
ん
、
高
畑
さ
ん
、
豊
田
さ

ん
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
と

し
て
、
地
域
の
相
談
役
、
行
政

へ
の
つ
な
ぎ
役
な
ど
９
年
以
上

に
渡
り
地
域
福
祉
に
貢
献
。
高

齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
の
相
談

に
親
身
に
な
っ
て
寄
り
添
い
、

丁
寧
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ふ
く
し
の
つ
ど
い
」
で
表
彰

　
令
和
７
年
11
月
１
日
、
日
立

市
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
て
日

立
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議

会
主
催
の
設
立
50
周
年
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
式
典
に
は
市
内
23
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
（
自
治
会
）

の
会
長
23
名
と
各
自
治
会
で
長

年
活
動
の
推
進
に
功
労
の
あ
っ

た
68
名
が
一
堂
に
会
し
、
小
川

春
樹
日
立
市
長
か
ら
表
彰
状
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
高
学
区
か
ら
は
、
志
賀
勝

弘
会
長
、
小
澤
邦
子
副
会
長
、

志
賀
信
夫
市
民
交
流
局
長
、
坪

井
善
吉
生
活
環
境
局
長
の
４
名

が
授
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
テ
レ
ビ
の

お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
人

気
の
あ
る
天
気
予
報
士
の
依
田

司
さ
ん
か
ら
、
最
近
の
異
常
気

象
の
概
要
や
、
災
害
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
日
ご
ろ
か
ら
心
が

け
る
べ
き
注
意
事
項
な
ど
に
つ

い
て
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
講

演
が
あ
り
、
５
０
０
人
ほ
ど
の

聴
衆
は
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

支
部
役
員
の
改
選
準
備
を

地
域
福
祉
に
貢
献
の
野
崎
さ
ん
・
宇
佐
美
さ
ん

民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者
7
名
が
受
賞

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

改
選
さ
れ
ま
し
た

　
令
和
７
年
12
月
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
一
斉
改
選
で
、
日

高
学
区
で
は
39
年
に
渡
り
民
生

委
員
を
務
め
ら
れ
た
樫
村
守
さ

ん
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
樫
村

さ
ん
は
在
任
中
、
地
域
の
相
談

相
手
、
助
言
者
と
し
て
福
祉
問

題
の
解
決
に
貢
献
し
て
き
ま
し

た
。
平
成
29
年
度
に
は
、
厚
生

労
働
大
臣
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ

て
い
ま
す
。
長
年
の
活
動
ご
苦

労
様
で
し
た
。

　
民
生
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
生
活
上
の
お
困
り
ご
と
の

相
談
を
受
け
、
行
政
や
専
門
機

関
へ
つ
な
ぐ
仕
事
を
中
心
に
、

お
年
寄
り
や
障
害
者
、
子
ど
も

た
ち
の
見
守
り
相
談
活
動
な
ど

地
域
福
祉
の
核
に
な
っ
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
日
高
学
区
で
は
、
再
任
を
含

め
、
次
の
方
々
が
厚
生
労
働
大

臣
よ
り
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

表
記
は
、

　
　
氏
名（
敬
称
略
）電
話
番
号

　
　
担
当
地
区

佐
藤
　
裕
（
42
）
３
７
６
５

　
日
高
町
１
丁
目
１
～
20
番

　
　
　
　
５
丁
目
９
～
12
番

藤
田
博
美
（
42
）
４
８
０
１

　
日
高
町
１
丁
目
21
～
26
番

　
　
　
　
　
　
　
28
～
33
番

　
小
木
津
町
１
丁
目
１
～
13
番

宇
佐
美
吉
郎
（
42
）
３
２
６
４

　
日
高
町
１
丁
目
27
番

　
小
木
津
町
１
丁
目
27
・
28
番

　
　
　
　
　
　
　
　
43
～
48
番

　
　
　
　
　
２
丁
目
１
～
６
番

木
田
金
房
（
42
）
４
９
６
５

　
日
高
町
２
丁
目
１
～
３
番

　
小
木
津
町
３
丁
目
１
～
18
番

　
小
木
津
町
松
木
下
団
地
周
辺

皆
川
治
子
（
43
）
６
６
１
４

　
小
木
津
町
３
丁
目
19
～
31
番

矢
部
一
良
（
42
）
３
０
３
５

　
日
高
町
２
丁
目
４
～
13
番

　
　
　
　
５
丁
目
１
～
３
番

小
野
紀
代
美
（
42
）
４
５
６
４

　
日
高
町
３
丁
目
12
～
29
番

小
野
初
江
（
42
）
４
３
０
７

　
日
高
町
３
丁
目
１
～
11
番

　
小
木
津
町
４
丁
目
１
～
９
番

小
林
　
修
（
42
）
３
３
６
２

　
日
高
町
４
丁
目
全
部

　
　
　
　
５
丁
目
４
～
８
番

原
田
千
代
子
　
　
　
　
　
　

　
（
0
9
0
6
6
5
6
1
1
7
5
）

　
小
木
津
町
１
丁
目
14
～
26
番

　
　
　
　
　
　
　
　
29
～
42
番

石
井
慶
昭
（
43
）
７
４
１
１

　
小
木
津
町
２
丁
目
７
～
20
番

　
小
木
津
町
旧
番
地

　
常
磐
線
山
側

高
畑
仁
子
（
42
）
２
７
３
１

　
小
木
津
町
４
丁
目
10
～
44
番

豊
田
賢
一
（
42
）
２
２
３
４

　
小
木
津
町
５
丁
目
全
部

　
小
木
津
町
旧
番
地

　
常
磐
線
海
側

　
日
高
町
３
丁
目
30
番

小
泉
安
宏
（
42
）
４
０
８
０

　
主
任
児
童
委
員
（
学
区
全
域
）

日
立
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

　  

功
労
者
４
名
が
受
賞

国
立
科
学
博
物
館
見
学
と
　

　
　
　
東
京
観
光
を
楽
し
む

　
日
髙
学
区
市
民
自
治
会
本
部

役
員
相
互
慰
労
と
研
修
を
兼
ね

た
恒
例
の
研
修
旅
行
を
28
名
の

参
加
に
よ
り
12
月
７
日
に
実
施

し
ま
し
た
。

　
今
年
は
メ
イ
ン
の
東
京
上
野

の
国
立
科
学
博
物
館
の
常
設
展

示
物
の
見
学
と
築
地
場
外
市
場

で
の
「
す
し
ざ
ん
ま
い
」
昼
食
、

浅
草
の
浅
草
寺
お
よ
び
仲
見
世

見
学
で
す
。

　
国
立
科
学
博
物
館
見
学
で
は

世
界
の
わ
に
展
、
多
種
多
様
な

化
石
、
古
代
人
の
人
骨
、
い
ろ

ん
な
動
植
物
標
本
な
ど
盛
沢
山

の
展
示
物
を
見
学
し
ま
し
た
。

特
に
南
極
犬
「
タ
ロ
」「
ジ
ロ
」

忠
犬
「
ハ
チ
公
」
の
は
く
製
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
築
地
市
場
、
浅

草
は
人
・
人
・
人

で
一
杯
。
さ
す
が

は
東
京
と
思
わ
せ

る
光
景
で
し
た
。

　
当
日
は
、
小
春

日
和
を
思
わ
せ
る
好
天
に
恵
ま

れ
、
行
き
帰
り
の
バ
ス
の
中
で

の
懇
親
も
深
ま
り
和
気
あ
い
あ

い
の
ム
ー
ド
で
研
修
旅
行
を
楽

し
み
ま
し
た
。

国立科学博物館前にて

小川市長から表彰を受ける受賞者

　
各
支
部
・
町
内
会
で
は
、
令

和
８
年
度
の
支
部
役
員
（
支
部

長
、
副
支
部
長
、
常
任
委
員
、

自
治
委
員
）
の
改
選
の
準
備
を

進
め
て
く
だ
さ
い
。

　
支
部
長
は
任
期
が
２
年
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
支
部
内
で
よ

く
協
議
し
て
選
出
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
他
の
支
部
役
員
は
任

期
が
１
年
で
す
が
、
各
町
内
と

も
高
齢
者
な
ど
に
配
慮
し
て
決

め
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
１
月
30
日
の
市
民
自
治
会
役

員
会
で
詳
細
の
説
明
し
、
改
め

て
新
役
員
選
出
の
お
願
い
を
し

ま
す
。
現
支
部
長
に
は
、
２
月

末
日
ま
で
に
、
新
役
員
の
名
簿

を
ま
と
め
、
市
民
自
治
会
事
務

局
ま
で
届
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

受賞おめでとうございます



編

集

後

記

　
我
が
家
に
は
猫
が
４
匹
い

る
。
４
匹
も
い
れ
ば
当
然
、

ソ
フ
ァ
ー
が
ボ
ロ
ボ
ロ
、
壁

は
バ
リ
バ
リ
、
カ
ー
テ
ン
も

ビ
リ
ビ
リ
。
お
猫
様
が
「
に

ゃ
ー
」
と
鳴
け
ば
、
ご
飯
で

す
か
?
お
水
で
す
か
?
な
で

な
で
で
す
か
?
ご
飯
は
、
朝

は
ニ
ャ
ン
ス
プ
ー
ン
、
昼
は

カ
リ
カ
リ
、
夜
は
ウ
ェ
ッ
ト

フ
ー
ド
。
マ
グ
ロ
味
が
い
い

の
?
黒
毛
和
牛
味
?
サ
サ
ミ

は
ど
う
?
至
れ
り
尽
く
せ
り
、

ま
る
で
人
間
は
お
猫
様
の
し

も
べ
の
よ
う
だ
。
一
家
の
主

よ
り
大
事
に
さ
れ
て
い
る
。

膝
の
上
に
乗
っ
て
「
に
ゃ
ー
」

と
鳴
け
ば
何
を
さ
れ
て
も
「
あ

ー
か
わ
い
い
！！
」
で
す
べ
て

帳
消
し
。

　「
か
わ
い
い
、
か
わ
い
い
」

と
言
い
続
け
て
は
や
５
年
。

あ
と
何
年
続
く
の
か
。
お
互

い
頑
張
ろ
う
。
で
も
、
真
夜

中
の
運
動
会
は
止
め
て
く
れ

な
い
か
な
。

　
あ
っ
と
い
う
間
に
年
が
明
け
、

間
も
な
く
節
分
、春
の
訪
れ
で
す
。

　
ま
だ
寒
さ
真
っ
た
だ
中
で
す

が
、
道
を
歩
く
と
蝋
梅
の
香
り

や
水
仙
の
か
わ
い
ら
し
い
花
が

春
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
広
報
の
紙
面
か
ら
時
事
だ
け

で
な
く
季
節
も
感
じ
て
も
ら
え

た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　
ま
た
、
春
に
向
け
て
記
事
が

何
か
の
行
動
の
キ
ッ
カ
ケ
と
な

る
こ
と
を
願
う
次
第
で
す
。

　
　
　
　
　
　（
菊
池
理
可
子
）

スポレク部

皆川武美猫

横
内
地
区
の
野
仏
群 （32）（32）（32）

　
日
高
幼
稚
園
の
北
側
、
日
高

小
学
校
か
ら
交
流
セ
ン
タ
ー
に

向
か
う
上
り
坂
の
左
側
の
窪
地

（
天
道
山
の
麓
）
に
舟
形
を
背

に
し
た
六
つ
の
お
地
蔵
様
や
、

馬
頭
観
音
、
立
膝
を
し
た
如
意

輪
観
音
さ
ま
た
ち
が
仲
良
く
並

ん
で
立
っ
て
い
る
。

　
横
内
に
住
む
古
老
に
お
話
を

伺
う
と
、
以
前
横
内
地
区
で
は

こ
の
お
地
蔵
さ
ん
た
ち
を
中
心

と
し
た
地
域
の
婦
人
た
ち
が
、

年
数
回
、
各
家
の
持
ち
回
り
で

お
茶
や
料
理
を
食
べ
な
が
ら
お

話
を
す
る
お
念
仏
（
講
）
が
あ

り
、
女
性
た
ち
の
数
少
な
い
社

交
の
場
と
し
て
楽
し
か
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
現
在
は
７
月
最
終
日

曜
日
の
冨
士
神
社
の
お
祭
り
の

際
に
は
、地
元
の
若
者
た
ち
が
、

こ
の
周
り
の
草
刈
り
を
行
っ
て

い
る
そ
う
だ
。

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

　
六
地
蔵
と
は
、
地
蔵
菩
薩
が

六
道
（
生
前
の
行
い
に
よ
っ
て

輪
廻
転
生
す
る
と
さ
れ
る
六
つ

の
世
界
）
に
対
応
し
て
並
ん
だ

も
の
で
、
死
者
の
魂
が
迷
わ
ず

成
仏
で
き
る
よ
う
に
導
く
存
在

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
日
立
市
役
所
に
勤
務
し
な
が

ら
日
高
学
区
市
民
自
治
会
「
ま

つ
り
部
」
幹
事
に
所
属
す
る
遠

田
さ
ん
は
、
何
事
に
も
積
極
的

に
関
わ
る
方
で
す
。

　「
ひ
た
ち
シ
ー
サ
イ
ド
マ
ラ
ソ

ン
」
で
の
４
時
間
台
の
完
走
を

は
じ
め
、
毎
年
の
「
お
ん
も
さ

祭
り
」
で
の
神
輿
の
担
ぎ
手
等
、

率
先
し
て
地
元
を
盛
り
上
げ
、

に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

　
助
川
学
区
で
生
ま
れ
た
遠
田

さ
ん
は
10
数
年
前
に
日
高
学
区

に
居
を
構
え
ま
し
た
。

　
　勤
務
先
で
の
「
み
こ
し
の
会
」

の
先
輩
に
誘
わ
れ
て
自
治
会
活

動
に
関
わ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

酷
暑
の
中
の
「
日
高
っ
子
体
験

村
」
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
中
心

と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
寝
食

を
共
に
し
て
き
ま
し
た
し
、
「
日

高
小
学
校
創
立
１
５
０
周
年
記

念
事
業
」
で
は
、
実
行
委
員
長

と
し
て
、
そ
の
偉
業
の
重
責
を

務
め
上
げ
ま
し
た
。

　
小
・
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

を
歴
任
さ
れ
た
現
在
は
「
ひ
た

か
応
援
隊
」
を
立
ち
上
げ
、
20

数
名
の
会
員
と
と
も
に
、
学
校

を
側
面
か
ら
援
助
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
小
学
校
の
奉
仕
作
業
で

も
そ
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
静
原
に
４
人
家
族
で
住
ん
で

お
り
、
こ
こ
数
年
は
高
校
生
の

息
子
さ
ん
と
海
釣
り
に
は
ま
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
日
数
は
、

年
間
50
日
を
超
え
る
ほ
ど
で
遠

く
は
自
家
用
車
を
走
ら
せ
て
石

川
県
ま
で
行
っ
た
こ
と
も
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
仕
事
に
地
域
活
動
に
趣
味
に

前
向
き
な
方
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
豊
田
賢
一
）

　

～

前

向

き

に

生

き

る

～

日高町

遠田正樹さん

（51歳）

令和８年２月１日 第228号 （4）

　
第
２

７
号

事
「
日
立

球
友
ク
ラ
ブ
全
国
初
V
に
」
に

お
い
て
、
今
年
の
全
国
大
会
に

参
加
し
た
チ
ー
ム
を
44
と
記
載

し
ま
し
た
が
、
実
際
は
64
チ
ー

ム
で
し
た
。
こ
こ
に
お
詫
び
い

た
し
ま
す
と
共
に
訂
正
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
２ 詫
び

の と
記 訂
正

永
井
ひ
た
ち
の
森
病
院
・
茨
城

県
信
用
組
合
日
高
支
店
・
宇
佐

美
吉
郎
・
㈲
大
高
工
務
店
・
志

賀
勝
弘
・
㈱
茨
城
環
境
企
業
・

斉
藤
金
四
郎
・
石
堂
徳
明
・
エ

イ
チ
・
シ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ス
㈱
・
見
城
美
智
子
・
豊
田
清
明
・

木
田
金
房
・
三
秀
建
設
工
業
㈱
・

樫
村
守
・
下
平
優
・
見
城
智
恵
子
・

矢
部
一
良
・
㈲
大
森
商
店
・
海

老
沢
清
・
岩
間
恵
美
子
・
志
賀

信
夫
・
青
木
正
・
石
井
慶
昭
・

小
澤
邦
子
・
神
永
由
美
子
・
肥

田
順
子
・
藤
田
博
美
・
坪
井
善
吉
・

鈴
木
規
子

　
募
金
は
、
日
立
市
内
の
地
域

福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、

県
内
の
福
祉
団
体
・
施
設
、
全

国
の
被
災
地
の
災
害
支
援
に
有

効
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

赤
い
羽
根
募
金

　
大
口
奉
仕
者
芳
名

         

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

令
和
７
年
度
の

城
県
小
中

学
校
芸
術
祭
に
お
い
て
、
日
高

学
校
、
日
高
中
学
校
で
は
次

の
児
童
・
生
徒
６
名
が
入
賞
し

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

日
高
小
学
校

　
絵
画
・
デ
ザ
イ
ン
の
部

　
　
１
年
　
矢
吹
　
航
大

　
　
５
年
　
秋
元
　
結
葵

　
書
写
の
部

　
　
１
年
　
岡
　
　
結
大

　
　
３
年
　
石
原
　
瑞
波

日
高
中
学
校

　
絵
画
・
デ
ザ
イ
ン
の
部

　
　
３
年
　
渡
部
　
心
春

　
書
写
の
部

　
　
３
年
　
金
澤
　
美
空

　 茨
城
県
小
・
中
学
校
芸
術
祭

　　
　
６
名
が
優

茨秀
作
品

小 　
　

わ

ら
細
工
教

室

わ

ら
細
工
教

室

わ

ら
細
工
教

室

わ

ら
細
工
教

室

新
年
に
向
け
て
心
を
込
め

　
年
末
の
21
日
に
、
市
民
自
治

会
主
催
の
わ
ら
細
工
教
室
が
日

高
交
流
セ

ン
タ
ー
で

開
か
れ
、

参
加
者
28

名
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　
当
日
は

地
元
の
小
野
俊
郎
さ
ん
か
ら
稲

わ
ら
が
、
木
田
勝
壽
さ
ん
か
ら

は
ゆ
ず
り
葉
が
提
供
さ
れ
、
事

務
局
が
し
め
飾
り
用
の
お
飾
り

を
用
意
し
ま
し
た
。

　
志
賀
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

参
加
者
は
さ
っ
そ
く
２
階
会
議

室
で
作
業
を
開
始
。
経
験
の
浅

い
人
も
上
手
な
人
の
指
導
を
受

け
て
、
１
時
間
半
ほ
ど
で
皆
、
そ

れ
な
り
の
形
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　
最
後
に
完
成
品
を
手
に
全
員

で
記
念
撮
影
。
多
少
形
が
悪
く

て
も
、
自
分
で
作
っ
た
し
め
飾

り
で
新
年
を
迎
え
る
こ
と
に
満

足
し
て
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

ひっそり佇む六地蔵

わら細工作りに熱中
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